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【要　約】組織変革メカニズムの解明のため、組織変革の理論モデルの先行研究に依拠し、「環境適応













・組織ルーティン ・計画的変革 ・創発的変革 ・環境適応系－自己組織系 ・資源活用系－知
識創造系
1. はじめに

















進化モデルを提示している。また、組織変革の次元から Tushman and Romanelli（1985）の
組織変革の断続的均衡モデル 1 があげられ、組織変革のタイプ分けから Nadler and Tushman































































































































































第 1 は、未利用の経営資源を活かす Penrose（1959;1980）の経営者用役モデルである。第 2
は、Woodward（1970）, Burns and Stalker（1961）, Lawrence and Lorsch（1967）のコンティ
ンジェンシーモデルである。第 3 は、Greiner（1972）, Quinn and Cameron（1983）のライフ
サイクルモデルである。第 4 は、ポリティカル（政治 ‐ パワー等）な視点に立つ Pfeffer and 
Salancik（1978）のパワー・モデルである。第 5 は、変異、淘汰、保持、組織慣性に着目した
Hannan and Freeman（1977）の組織エコロジーモデルである。第 6 は、選択機会、参加者、解、
問題に着目した March and Olsen（1976）によるごみ箱モデルである。第 7 は、生態的変化
（イナクメント、変異）、選択、保持の Weick（1979）,Aldrich（1999）による組織進化モデル
である。第 8 は、組織の自己決定的ないし自己適応的な Luhmann（1984）、今田高俊（2005）
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おける資源活用系の象限があり、第 2 のコンティンジェンシーモデルと第 3 のライフサ
イクルモデルが位置づけられる。 
自己組織系における資源活用系の象限では、環境決定的でなく人と組織がいかに資源



















用し制度化して行くのかを示した 3 つのモデルが位置づけられる。それが第 1 の経営者用役モ












変革を見る様々な視点として内野（2006）は、その切り口を 8 つに整理している 10。
第 1 の変革の対象者、第 2 の変革の大きさ、第 3 の変革の時間という 3 つの切り口は、組
織変革を人間と組織の関係、インパクトとその影響度、時間展開からみたプロセスに関する研
究視点である。第 4 の変革主体は誰かについては一般的に経営者が中心になると考えられる。
第 5 の変革のきっかけについては、コンサルティングにおける実証的研究 11 が多く見られる。
つまり、環境の均衡を破る出来事に遭遇すると組織が認識した状況である。第 6 の変革を展開
する戦略手法 12 については、組織の持続的成長のため企業が実践段階で模索する取り組みそ







の大きく次の 2 つに分けて考察する。第 1 のマクロレベルでの組織変革とは、他社との業務提
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実践の関連づけが曖昧で、理論的整合性を欠いていると指摘している。一方、マクロ組織論の
系譜として、資源依存モデル（Pfeffer and Salancik,1978）や、制度モデル（Seiznick,1957;Meyer 
and Rowan,1977;Scott,1995）がある。しかしこれらのアプローチは組織の存続、成果、構造の
原因にふれるだけで、変化のダイナミックなプロセスの説明は不十分であると指摘している。
さ ら に、 組 織 変 革 の プ ロ セ ス に つ い て、 大 月（2005） は、 変 革 プ ロ セ ス の 段 階 論
（Lewim,1947;Beckhard and Harris,1977;Kanter,1983;Tichy and Devanna,1986; Nadler and 
Tushman,1989;Quinn,1996）、 理 念 型 モ デ ル（Hannan and Freeman,1989; Van de Ven and 









ている 13。それは、第 1 に、多くの変革論はパラドックス状況が単純なのか複雑なのかが不明
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位の組織能力を破壊してはならない。また、資源活用によって漸進的に市場と技術を拡大する














































































































































3 組織の「半構造」（semi-structures）と、「時間の連結」（time-in-link）の 2 つの特性をもつ。
4 大月（2005,pp.174-178）
5 大月（2005,pp.178-181）






10 第 1 は変革の対象者、第 2 は変革の大きさ（スケール）、第 3 は変革の時間、第 4 は主たる変革主体、第 5 は変革
のきっかけ、第 6 は変革を展開する戦略手法、第 7 は変革の主たる方法（目にみえるものか目に見えないものか）、第
8 は変革のプロセスである。（内野 ,2006,pp.48-50）。
11 例えば、Nadler and Shaw（1995）は、変革を促す力を次の 6 つに分類している。（1）産業構造もしくは製品のライ
フサイクルの変化、（2）技術革新、（3）マクロ経済の傾向と危機、（4）規制および法律の変化、（5）市場と競争状
況の圧力、（6）競争環境で成功を収める成長、である（Nadler and Shaw,1995. 邦訳 pp.3-6.）。
12 例えば、Nadler and Shaw（1995）は、漸進的変革と不連続変革のバランス維持の重要性を主張している（Nadler 
and Shaw,1995.pp.15-16; 邦訳 p.12）。漸進的変革は、組織の基本的な定義である、アイデンティティ、価値観、使
命の境界内で起こされる。組織の環境上の出来事を予測し調整することと、環境の外的条件への適応がある。一方、
不連続変革は組織の枠組みそのものを変える再方向づけと、組織の中核の価値観を転換させる再建がある（Nadler 
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